
４月 ４月

５月

登記変更（財産変

更）

６月

10月 ５月

11月 東京都監査(法人・第1ひまわり･第2ひまわり）

１月

３月

毎月実施 ６月

理事長＆施設長会議

製菓部門会議

７月

随時実施

その他 「荒川区精神保健福祉連絡協議会委員」委嘱

種　類 ８月

９月

トラムレター発行（約1201部）

トラム会議/ひまわり会議/ｱｾﾞﾘｱ会議/世話人ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

トラムあらかわホームページ更新

「荒川区障害程度区分審査会委員」委嘱

説　　　　　　　　　　　　　　　　明

法人パンフリニューアル（ぱうんど屋・第2ひまわり多機能事業所・ホームⅡ追加）

アートフリマ出店（ラングウッド）

荒川区精神ネットワーク会議第１回出席

施設調査書（東京都）提出

荒川区精神保健福祉ボランティア講座実行委員会出席

ホームとらむⅡ工事着工 素盞雄神社天王祭クッキー注文350個（第２）

さつきまつり出店（足立病院）

尾久銀座夕市出店

精神障害者地域生活支援とうきょう会議総会

荒川区社会事業後援会助成金交付

支援センターアゼリアの事業

尾久銀座納涼バカ市出店

足立病院夏祭り出店

真養寺販売

尾久銀座夕市出店

清泉女子大学販売

尾久銀座夕市出店

社会福祉法人現況報告書（都福

祉局）

第２回理事会･評議員会開催

平成22年度荒川区障害者施設運営費補助金交付申請書提出（都加算・家賃補助）

川の手荒川まつり出店（荒川区総合スポーツセンター）

清泉女子大学販売

清泉女子大学販売

法人全体に関わる事業 荒川ひまわり・荒川ひまわり第2の事業

平成21年度事業報告書・22年度申請書（荒川事業後援会）

法人内監査実施

荒川区障害者施設運営費補助金交付荒川区障害者施設運営費貸付決定

平成21年度共同募金配分金使途報告書兼事業成果報告書第１回理事会・評議員会開催

荒川区家族会(めぐみ会)総会出

席

平成22年度荒川区障害者施設運営費貸付申請書提出

荒川区精神ネットワーク会議第２回出席

総括

平成22年度は、昨年度からの課題であったグループホームの増設を具体化させた1年になった。前年度から準備を進めてきたことではあるが、適当な物件の確保に時間がかかり2年

越しの計画準備となった。幸い、これまでの地域活動で培った関係から新たな協力者を紹介いただき、23年度早々には開設できる目処が立った。地域に新たな居住の場を提供でき

ることで、法人が提供できる福祉サービスが増えたことになる。引き続き質の高いサービスを維持するよう努めながら、地域への社会貢献の幅を一層広げていきたい。

合わせて、第2ひまわりが多機能型事業所に移行準備を進めたことも、大きな変化である。これは、事業の安定と利用者の利益の両方を維持するために考えた方向性で、ほぼ1年を

かけて準備を進めた。23年度からは移行実施される。

その他、22年度は3月11日に東日本大震災が発生し、荒川でも震度5強という大きな揺れに見舞われた。各事業所とも当日の被害はなかったものの、グループホームは計画停電の対

象地区になったため数時間停電の中で過ごすことを余儀なくされた。また、いっとき食料品不足も発生したため、毎日の夕食作りに不便を生じたが、入居者･世話人で協力し工夫

して乗り切った。アゼリアは区の電力不足への対応に伴い、開館時間を縮小･夜間電話相談を休止することになるなど、予想もしなかった事態への対応を行なうこととなった。電

力不足への対応は来年度以降も継続される予定であり、それぞれの事業所で節電の工夫をしながら、事業が円滑に進むよう努めていきたい。

1年を振り返ると、事業の移行や増設といった、変更に携わってきた1年という点が大きな特徴である。加えて未曾有の震災に襲われたことで、日本全体が生活全般を振りかえざる

を得ない事態となり、私たちの事業もさまざまな影響を受けている。活動を共にする利用者の生活支援を継続しながらも、同時に現状を踏まえた選択肢を検討してゆく柔軟性迅速

性をもって事業遂行に努めていきたい。

平成21年度施設助成金・歳末助け合い助成金使途報告書（荒川区社会福祉協議会）

作業所等経営ネットワーク支援会議出席

平成22年度契約更新

荒川区社協サマーボランティア受入

尾久銀座夕市出店

荒川区社会福祉協議会施設助成金交付

東京都共同募金会助成金交付

ジョイフル三ノ輪出店

利用者荒川区保健所受託検診(第１）

夏休み（13～1７日）

荒川社協施設配分金交付

処遇改善助成金申請

うさふぁんクラブ・クーラー袋納品（第２）

荒川区社会福祉協議会施設助成金申請

清泉女子大学販売第３回理事会･評議員会開催

・年末年始と毎月第３木曜日を除く毎日、午前９時～午後７時

・地域活動支援プログラム参加者　延1,871名

地

域

・ 常時　地域交流室兼訓練室（読書ｺｰﾅｰ、パソコンｺｰﾅｰ）での利用者援助

・交流室、プログラム等利用者数　延10,129名

・ボランティア育成、諸行事開催などを通した地域住民との交流
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40 11月

982

46

304

102

28

55

30

565 12月

園芸ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｸﾞﾙｰﾌﾟ 127

ボラとも 110

ボラともレク 21

合計 258

新年会 95

クリスマスパーティー 49 １月

11 ２月

35

190

３月

相談 1327

電話による相談 14,112

7

その他 253

(区受託事業） 78 毎月

15

24

22.4

5 荒川ひまわり 30名　 ／  荒川ひまわり第2  24名

8 荒川ひまわり　6名　 ／  荒川ひまわり第2　11名

9 荒川ひまわり　6名　 ／　荒川ひまわり第2　6名

12 荒川ひまわり　4032名　 ／　荒川ひまわり第2　2786名

1 1名入居、計5名 荒川ひまわり　16.8人 　／　荒川ひまわり第2  11.6人

2 誕生日会開催 荒川ひまわり  1名　 ／　荒川ひまわり第2　2名

荒川ひまわり　2名   ／  荒川ひまわり第2  4名

荒川ひまわり 22年度売上額　第1　384万（作業179、ぱうんど202、他3　　）（21年度　414万）

荒川ひまわり第２ 22年度売上額　第2　203万（クッキー122、自主22、他59）（21年度　227万）

アゼリア 22年度工賃額(ﾌﾘｰｼﾞｱ含）　第1　　260万（平均8576円　　／　第2　174万（平均6352円）

ホーム 22年度イベント等販売出店回数33回（21年度34回）

ビデオ上映会

ステップ

茶道サークル

いきいきプログラム

②　　　自主活動的プログラム参加者数

バレーボール

合計

書道・墨絵サークル

園芸サークル

囲碁・将棋サークル

その他

第3者評価受審

・相談支援延利用数　14099名

卓球

カラオケ ツインフェスタ出店

荒川区精神保健福祉ボランティア講座

日暮里コミュニティ秋まつり出店

夕食会

社会保健福祉関係資料提出（都福祉保健局）

利用者荒川区保健所受託検診(第２）

バレーボール大会（とうきょう会議主催）参加・出店

セルフヘルプミーティング

レクリエーション

福祉まつり出店(区社協主催;荒川区総合スポーツセンター)

荒川区健康まつり出店

グリーンハイムみなこいまつり出店

荒川区スポーツ交流会参加・出店

清泉女子大学販売

荒川社協施設配分金交付

尾久銀座夕市出店

荒川区精神ネットワーク会議第３回出席

活

動

支

援

セ

ン

タ

ー

Ⅰ

型

尾久銀座夕市出店

防災訓練

①     創作的、レクリエーション的活動プログラム参加者数

尾久銀座ふれあいまつり出店

真養寺販売

真養寺販売

消防訓練実施（第1、第２）

利用者ミーティング

てまり

公開講座

合計

自主ステップ（22.10～）

B級グルメの会

③　　　地域交流プログラム参加者数

荒川区精神ネットワーク会議第４回

尾久銀座夕市出店

清泉女子大学販売

あさがや東協会お手玉納品220個（第２）

⑤　　　相談支援事業

・電話相談（開設日の午前９時～午後９時）面接相談（開設時間中随時）

冬休み（12/29～1/4)

尾久銀座夕市出店合計

素盞雄神社クッキー注文75個（第２）

・精神保健ボランティア講座

・荒川区デイケア事業

アクロスまつり出店

忘年会（アクロスあらかわ；第１＆第２）

・指定相談支援事業

尾久銀座夕市出店

④　　　地域交流プログラム参加者数

清泉女子大学販売

区依頼

誕生日会開催

自主製品販売出店（区役所フリージア販売；区社協前；区保健所）

大掃除

真養寺販売

東部まつり出店(とうきょう会議主催）

汐入こども園クッキー納品138個（第2）

書道･墨絵の作品等をアクロスあらかわ（荒川区障害者福祉会館）に展示

サンパールフェスティバル出店

毎週

実　績

調理（第2ひまわり）

フリージア訓練事業（パン販売・公園清掃）

メンバーミーティング

常勤５名

常勤４名

避難訓練実施

ストレッチ･バレーボール（第１）

22年度度在籍者（23/3/31）

22年度入所者

ボランティア

資格取得

22年度延べ利用者数1名退居、計4名

自転車リサイクル（第１　第２　交互）

常勤５名　アルバイト７名

ホームとらむの事業

実習生受入

22年度平均利用者数（日）

22年度退所者

就労支援事業職員

１名入居し、計５名になる

常勤２名　非常勤１名　顧問医１名

入居者4名（定員５名）、OB支援１名

実習生受入

自主製品納品販売（いつか堂）

随時

書道＆墨絵　（第２）

とうきょう会議世話人会･企画部会･研修


